
高
山
寺
蔵
「
聖
教
目
録
鞘
嘩
屠
」
に
記
載
さ
れ
た
聖
教
に
つ
い
て

1

高

山

寺

現

存

本

と

対

比

し

て

1

徳

　

永

　

良

　

次

（1）

京
都
栂
尾
高
山
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
典
籍
は
、
優
に
一
万
点
を
超
え
る
膨
大
な
も
の
で
あ
る
が
、
中
で
も
、
高
山
寺
開
祖
で
あ
る
明
恵

（2）

上
人
と
そ
の
弟
子
た
ち
の
活
躍
し
た
鎌
倉
時
代
の
典
籍
は
、
そ
の
大
半
を
占
め
る
と
考
え
ら
れ
る
。
二
股
的
に
は
、
古
い
も
の
ほ
ど
点
数
は

す
く
な
く
、
時
代
が
下
る
に
従
っ
て
増
加
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
高
山
寺
の
現
存
本
か
ら
見
る
限
り
、
そ
う
は
な
っ
て
い
な
い
。
現
在

ま
で
に
、
相
当
数
の
聖
教
が
亡
失
し
た
り
山
外
に
流
出
し
た
こ
と
を
考
え
て
も
、
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
高
山
寺
の
教
学
活
動
に
は
目
を
見
張

る
も
の
が
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
活
動
と
と
も
に
聖
教
の
管
理
の
重
要
性
も
高
ま
っ
て
き
た
と
思
わ
れ
、
鎌
倉
時
代
の
早
く
か
ら
、
い
く
つ
も
の
聖
教
目
録
が

作
成
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
目
録
類
は
現
在
、
お
お
よ
そ
一
括
し
て
第
四
部
第
一
三
五
函
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
中
で
も
、
鎌
倉
時
代
に

作
成
さ
れ
た
目
録
は
、
特
に
重
要
な
も
の
と
さ
れ
、
第
一
部
に
別
置
さ
れ
て
い
る
。
ナ
し
の
内
の
一
部
分
は
、
高
山
寺
資
料
叢
書
の
「
高
山
寺

（3）

古
目
録
」
と
し
て
学
界
に
紹
介
さ
れ
、
そ
の
他
の
古
目
録
に
つ
い
て
も
、
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
の
研
究
報
告
論
集
な
ど
で
紹
介
・

（4）

研
究
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
奥
田
勲
氏
に
よ
る
と
、
高
山
寺
の
古
目
録
（
奥
田
氏
は
江
戸
時
代
以
前
の
も
の
を
呼
ん
で
い
る
）
は
二
十
六
点
に

高
山
寺
蔵
「
聖
教
目
録
欝
房
」
に
記
載
さ
れ
た
聖
教
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
五
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（5）

も
及
ぶ
と
い
う
。

高
山
寺
に
現
存
す
る
聖
教
目
録
に
は
、
大
ま
か
に
言
っ
て
公
的
な
性
格
を
有
す
る
も
の
と
私
的
な
も
の
と
に
分
け
て
考
え
ら
れ
る
。
公
的

な
性
格
を
有
す
る
も
の
と
し
て
は
、
「
高
山
寺
聖
教
目
録
」
（
第
－
部
紺
な
ど
）
、
「
法
鼓
董
聖
教
目
録
」
（
第
－
部
2
4
5
［
1
］
　
［
2
］
お
よ
び
第
－
部

1
9
3
［
4
］
な
ど
）
、
そ
れ
に
「
高
山
寺
経
蔵
聖
教
内
真
言
書
目
録
」
（
第
－
部
2
4
7
ほ
か
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
先
行
研
究
で
も
す
で
に
指
摘
さ

れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
目
録
に
記
載
さ
れ
て
い
る
聖
教
は
、
石
水
院
経
蔵
の
顕
経
蔵
・
密
経
蔵
に
納
め
ら
れ
て
い
た
事
が
知

ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
「
高
山
寺
聖
教
目
録
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
聖
教
は
顕
経
蔵
に
、
「
法
鼓
董
聖
教
目
録
」
と
、
「
高
山
寺
経
蔵
聖

教
内
真
言
書
目
録
」
　
に
記
載
さ
れ
て
い
る
聖
教
は
密
経
蔵
に
納
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
私
的
な
性
格
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
聖
教
目
録
は
「
方
便
智
院
聖
教
目
録
」
（
第
－
部
2
4
2
・
紺
・
第
四
部
一
九
九
函
2
な
ど
）
を
は

じ
め
と
し
て
、
「
聖
教
目
録
欝
房
」
（
第
－
部
堕
や
「
禅
上
房
書
籍
欠
目
録
」
（
第
－
部
2
4
8
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
外
に
、
「
聖
教
目
録
（
林
月
房
、

禅
忍
房
、
平
泉
寺
律
師
顕
範
、
埋
行
房
）
」
（
第
－
部
堕
が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
目
録
（
に
記
載
さ
れ
た
聖
教
）
は
、
後
に
な
っ
て
「
高
山
寺
聖

教
目
録
」
　
に
記
さ
れ
た
事
か
ら
、
高
山
寺
の
草
創
期
に
は
す
で
に
公
的
な
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

公
的
な
性
格
を
持
つ
目
録
に
関
し
て
は
、
何
度
も
書
写
や
整
理
・
点
検
な
ど
が
施
さ
れ
て
お
り
、
目
録
に
よ
っ
て
は
、
現
存
本
と
対
比
す

る
事
が
か
な
り
可
能
で
あ
る
も
の
が
多
い
し
、
失
わ
れ
た
り
画
の
整
理
改
変
が
行
わ
れ
て
も
あ
る
程
度
の
変
遷
を
つ
か
む
事
が
出
来
る
よ
う

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
高
山
寺
聖
教
の
う
ち
真
言
関
係
を
ま
と
め
た
目
録
で
あ
る
、
「
高
山
寺
経
蔵
聖
教
内
真
言
書
目
録
」
と
現
存
本
と
の
対

（6）

比
に
お
い
て
は
、
少
な
く
と
も
半
数
程
度
の
聖
教
が
高
山
寺
に
現
存
し
て
い
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く
「
法
鼓
董
聖
教
目
録
」

（7）

と
現
存
本
と
の
対
比
に
お
い
て
も
相
当
程
度
の
聖
教
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
う
る
。
こ
の
事
か
ら
、
高
山
寺
の
歴
史
に
お
い
て
、

こ
れ
ら
の
経
蔵
に
納
め
ら
れ
た
聖
教
が
い
か
に
大
切
に
扱
わ
れ
て
き
た
か
が
伺
え
る
の
で
あ
る
。
「
高
山
寺
聖
教
目
録
」
に
関
し
て
は
、
そ
の

記
載
さ
れ
て
い
る
聖
教
が
江
戸
時
代
に
は
か
な
り
失
わ
れ
て
お
り
、
現
存
本
と
の
対
比
は
か
な
り
困
難
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に

（。0）

し
て
も
、
鎌
倉
時
代
か
ら
現
在
ま
で
の
高
山
寺
聖
教
の
状
況
と
保
管
の
変
遷
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。



∵
万
で
、
私
的
な
性
格
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
聖
教
と
目
録
も
高
山
寺
に
は
多
く
あ
っ
た
こ
と
は
、
前
述
の
通
り
さ
ま
ざ
ま
な
目
録
が

作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
れ
ら
聖
教
と
古
目
録
、
さ
ら
に
現
存
本
と
の
関
係
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
高
山
寺
に
お

け
る
教
学
活
動
を
考
え
る
上
で
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
目
録
と
聖
教
の
性
格
上
、
高
山
寺
全
体
と
し
て
の
聖

教
の
保
存
や
整
理
の
記
録
に
は
表
れ
に
く
い
も
の
で
あ
る
し
、
事
実
、
個
人
的
な
目
録
（
及
び
そ
れ
に
記
載
さ
れ
た
聖
教
そ
の
も
の
）
と
考
え
ら

れ
る
も
の
に
つ
い
て
、
後
に
ど
の
よ
う
な
取
り
扱
い
が
な
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
部
分
が
多
い
。

こ
の
よ
う
な
高
山
寺
の
目
録
の
中
に
、
禅
浄
房
に
関
す
る
目
録
が
二
つ
作
成
さ
れ
現
存
し
て
い
る
。
前
述
し
た
「
聖
教
目
録
欝
房
」
と
「
禅

（9）

上
房
書
籍
欠
目
録
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
筆
者
も
そ
の
＝
堰
を
述
べ
た
事
が
あ
る
が
、
現
存
す
る
高
山
寺
の
聖
教
と
禅
浄

房
の
目
録
と
は
、
直
接
に
は
全
く
一
致
し
な
い
。
と
い
う
よ
り
、
禅
浄
房
の
目
録
に
記
さ
れ
た
聖
教
が
ど
う
い
う
性
格
の
も
の
で
、
そ
の
後
、
・

そ
れ
ら
の
聖
教
は
ど
こ
に
行
っ
た
の
か
、
全
く
判
明
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
「
聖
教
目
録
票
房
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
聖
教
が
、
高
山
寺
に
お
い
て
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た
の
か
に
つ

い
て
、
高
山
寺
の
他
の
古
目
録
と
も
対
比
さ
せ
な
が
ら
検
討
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

〓

は
じ
め
に
「
聖
教
目
録
欝
房
」
に
つ
い
て
、
概
括
的
に
ふ
れ
て
お
く
。

高
山
寺
蔵
「
聖
教
目
録
鍔
屏
」
（
第
－
部
捕
号
）
は
、
高
山
寺
開
祖
明
恵
上
人
の
弟
子
で
あ
っ
た
「
禅
浄
房
（
空
弁
）
」
の
濯
頂
に
関
す
る
聖

教
を
記
録
し
た
目
録
で
あ
る
。
原
表
紙
共
楕
紙
の
全
部
で
十
一
紙
か
ら
な
る
巻
子
本
で
、
第
一
紙
の
端
裏
部
分
に
定
真
の
筆
で
「
聖
教
目
録

欝
房
」
と
あ
。
、
「
高
山
寺
」
の
朱
印
が
二
箇
所
に
押
し
て
あ
る
。
第
一
紙
か
ら
第
八
紙
ま
で
を
定
真
が
作
成
し
、
以
降
第
十
一
紙
ま
で
を
霊

典
が
作
成
、
さ
ら
に
校
合
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
一
紙
長
は
定
真
作
成
部
分
が
平
均
五
十
二
糎
、
高
さ
は
平
均
三
十
一
輝
で
、
全
長
五
四

五
、
四
糎
で
あ
る
。
た
だ
し
、
第
一
紙
は
四
十
八
糎
、
第
八
紙
は
四
十
七
糎
と
短
く
な
っ
て
い
る
。
霊
典
作
成
部
分
は
、
一
紙
長
平
均
四
十

高
山
寺
蔵
「
聖
教
目
録
岩
房
」
に
記
載
さ
れ
た
聖
教
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
七
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一
六
八

六
、
五
糎
、
高
さ
は
定
真
作
成
部
分
よ
り
若
干
短
く
約
三
〇
、
七
糎
で
あ
る
。
内
題
・
尾
題
等
は
な
く
、
第
八
紙
末
尾
に
定
真
に
よ
る
以
下

の
よ
う
な
奥
書
が
あ
る
。

右
目
録
注
進
如
件

寛
喜
三
年
五
月
十
六
日
　
（
花
押
）

ま
た
、
第
十
一
紙
末
尾
に
は
霊
典
に
よ
る
奥
書
が
あ
る
。

建
長
三
年
押
四
月
一
日
重
校
勘
記
加
之

高
山
寺
知
寺
沙
門
宝
典
（
花
押
）

こ
の
二
つ
の
奥
書
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
は
じ
め
寛
喜
三
年
に
足
裏
が
作
成
し
た
目
録
を
、
後
の
建
長
三
年
に
霊
典
が
整
理
し
校
合
を

加
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
文
は
そ
れ
ぞ
れ
定
真
と
霊
典
の
筆
跡
と
認
め
ら
れ
る
が
、
ま
れ
に
、
別
筆
あ
る
い
は
後
筆
と
考
え
ら
れ
る

書
き
入
れ
が
あ
る
。
た
だ
し
、
微
妙
な
違
い
の
部
分
が
多
く
、
明
ら
か
に
別
筆
で
あ
る
か
ど
う
か
断
定
で
き
な
い
。

さ
ら
に
、
各
紙
の
継
目
裏
の
部
分
に
足
裏
お
よ
び
霊
典
に
よ
る
花
押
が
記
し
て
あ
る
。
第
一
紙
か
ら
第
七
紙
ま
で
は
定
真
の
、
第
八
紙
か

ら
第
十
紙
ま
で
は
霊
典
の
花
押
が
押
し
て
あ
り
、
さ
ら
に
各
紙
の
継
ぎ
目
に
は
霊
典
の
筆
跡
で
「
十
一
枚
之
内
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
こ
と
か
ら
、
こ
の
目
録
は
、
霊
典
に
よ
り
一
応
完
成
を
見
て
、
そ
の
後
手
を
加
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
り
、
禅
浄
房
の
濯
頂
に
関

す
る
聖
教
の
建
長
当
時
の
姿
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

目
録
の
構
成
は
、
冒
頭
に
　
「
潅
頂
箱
三
合
」
と
記
し
、
以
下
一
合
を
「
上
・
中
・
下
」
　
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
箱
毎
に
書
名
を
記
し
、
一



行
に
義
の
聖
教
を
記
す
の
を
基
本
と
し
て
い
る
が
、
ま
れ
に
複
数
の
聖
教
を
記
載
す
る
。
各
聖
教
は
二
括
り
の
も
の
を
「
二
括
」
と
記
し

て
記
載
し
、
一
結
の
聖
教
の
点
数
が
複
数
に
わ
た
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
一
括
の
末
尾
に
「
巳
上
一
結
」
ま
た
は
「
巳
上
五
巻
一
括
」
な
ど

と
記
載
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
部
分
の
項
の
右
肩
に
合
点
が
付
せ
ら
れ
て
お
り
、
特
に
、
第
八
紙
以
降
の
霊
典
作
成
部
分
は
例
外
な
く
合
点

が
付
い
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
箱
内
の
点
数
は
、
目
録
に
記
さ
れ
た
見
出
し
項
目
に
従
え
ば
、
「
上
」
が
五
十
点
、
「
中
」
は
八
十
点
、
「
下
」
が
四
十
点
の
合

計
百
七
十
点
で
あ
る
。
「
中
」
箱
の
点
数
が
多
い
の
は
、
も
と
は
、
「
中
」
箱
の
一
点
目
「
俸
法
濯
頂
行
事
一
帖
」
か
ら
数
え
て
四
十
七
点
目

に
当
た
る
「
経
袋
「
征
印
信
等
」
と
四
十
八
点
目
の
「
阿
闇
梨
濯
頂
儀
軌
一
帖
同
本
二
巻
」
の
間
に
定
真
の
筆
跡
で
「
「
合
下
在
経
蔵
」
と
あ

る
（
現
存
本
は
墨
消
し
て
あ
る
）
の
で
、
本
来
は
「
俸
法
濯
頂
行
事
二
階
」
か
ら
「
経
袋
「
征
印
信
等
」
ま
で
が
「
中
」
箱
の
聖
教
で
あ
り
、

「
阿
闇
梨
濯
頂
儀
軌
「
階
岡
本
二
巻
」
以
下
が
「
下
」
箱
に
納
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
受
け
て
後
に
霊
典
が
、
四
十
点
の
聖

教
を
加
え
て
、
新
た
に
「
下
」
箱
と
し
目
録
に
追
加
記
入
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
間
の
流
れ
を
図
示
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

寛
喜
三
年
定
真
作
成
時

建
長
三
年
霊
典
加
筆
校
合
時

「
上
」
箱
　
五
十
点

「
中
」
箱
　
四
十
七
点

「
下
」
箱
　
三
十
三
点

当
初
目
録
ニ
ナ
シ

二
箱
ヲ
「
中
」
ニ
統
合

新
「
下
」
箱
ト
シ
テ
四
十
点
追
加

「
聖
教
目
録
票
房
」

の
成
立
に
つ
い
て
は
、
次
節
に
お
い
て
詳
細
に
検
討
す
る
禅
浄
房
の
事
跡
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
る
と
次
の
よ
う
に
な

る
と
思
わ
れ
る
。
明
恵
の
高
弟
の
一
人
で
あ
っ
た
禅
浄
房
空
弁
は
寛
喜
三
年
に
四
十
八
歳
で
没
し
た
の
で
、
同
年
に
定
真
が
中
心
と
な
っ
て

高
山
寺
蔵
「
聖
教
目
録
票
房
」
に
記
載
さ
れ
た
聖
教
に
つ
い
て
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禅
浄
房
の
所
持
し
て
い
た
渾
頂
に
関
す
る
聖
教
を
上
・
中
・
下
の
三
箱
に
ま
と
め
、
そ
の
目
録
を
作
成
し
た
。
定
真
が
目
録
を
作
成
し
た
時

に
は
、
上
箱
（
目
録
に
は
〓
口
上
）
が
五
十
点
、
中
箱
（
目
録
に
は
〓
口
中
）
が
四
十
七
点
、
下
箱
（
定
真
作
成
の
目
録
に
〓
口
下
と
記
さ
れ
た
部

分
。
後
に
霊
典
に
よ
り
墨
消
）
に
は
三
十
三
点
合
計
百
二
十
六
点
の
聖
教
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
二
十
年
後
の
建
長
三
年
に
霊
典
が
定
真
作
成

の
目
録
に
校
合
を
加
え
た
。
そ
れ
に
、
新
た
に
四
十
点
の
聖
教
を
加
え
こ
れ
を
下
箱
（
目
録
に
は
一
合
下
）
と
し
、
そ
れ
ま
で
下
箱
に
納
め
て

あ
っ
た
聖
教
は
中
箱
へ
移
し
一
括
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
聖
教
の
点
数
は
合
計
百
七
十
点
と
な
っ
た
。

目
録
に
記
載
さ
れ
た
百
七
十
点
の
内
容
は
、
ど
れ
も
が
渾
頂
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
大
半
は
聖
教
で
あ
る
が
、
中
に
は
仏
像
や
仏
舎
利

を
一
括
し
て
納
め
た
と
記
さ
れ
て
い
る
唐
榎
も
あ
る
。
聖
教
類
は
、
儀
軌
・
次
第
・
日
記
・
血
脈
、
さ
ら
に
は
口
伝
や
そ
れ
を
類
衆
し
た
も

の
、
図
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
内
容
的
に
は
、
伝
法
濯
頂
に
関
す
る
も
の
が
多
く
、
金
剛
界
・
胎
蔵
界
の
伝
法
濯
頂
を
は
じ
め
と
し
て
、

高
野
山
・
醍
醐
寺
も
東
寺
等
、
真
言
宗
の
諸
寺
の
津
頂
作
法
な
ど
も
集
め
ら
れ
て
い
る
。
中
に
は
天
台
関
係
の
聖
教
と
思
わ
れ
る
も
の
も
含

ま
れ
て
お
り
、
と
に
か
く
津
頂
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
聖
教
が
類
衆
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
見
出
し
に
出
さ
れ
て
い
る
書
名
だ
け
で
も
百
七

十
点
を
数
え
る
が
、
実
際
に
は
す
べ
て
が
一
巻
あ
る
い
は
一
帖
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
複
数
の
聖
教
を
一
括
し
て
い
る
こ
と
も
多
く
、
印
信

に
は
七
十
を
数
え
る
も
の
も
あ
る
し
、
「
雑
々
折
帝
」
で
一
括
し
て
点
数
を
示
し
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
の
で
、
ど
の
く
ら
い
の
点
数
の
聖
教

類
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
の
か
判
然
と
し
な
い
。
ひ
と
ま
ず
点
数
の
記
し
て
い
な
い
も
の
を
一
点
と
数
え
て
も
優
に
五
百
点
を
超
え
る
典
籍

を
含
ん
で
い
る
。三

次
に
、
禅
浄
房
と
前
節
に
ふ
れ
た
「
聖
教
目
録
聯
樫
原
」
以
外
の
古
目
録
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

（10）

禅
浄
房
に
つ
い
て
の
事
跡
は
未
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
部
分
が
多
い
が
、
先
行
研
究
に
す
で
に
検
討
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ

ら
を
参
考
に
し
て
み
る
と
、
明
恵
晩
年
の
弟
子
で
寛
喜
二
年
に
は
明
恵
の
説
戒
の
代
理
を
し
て
い
る
僧
侶
で
あ
る
。
「
梅
尾
説
戒
日
記
」
（
第
四



部
第
四
八
函
8
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

自
寛
喜
二
年
二
月
中
旬
依
御
不
例
無
説
戒
事
　
自

二
月
至
七
月
晦
日
両
一

二
度
園
道
房
勤
仕
其
後

（
1
傍
線
は
筆
者
）

桐
利
鞘
樹
珂
勤
l
仕
l
自
同
八
月
十
五
日
上
人
御
説
戒

（
墨
消
）

始
時
剋
衆
会
等
如
常
「
後
」
彼
着
座
衆

正
達
房
　
義
林
房
　
園
道
房
　
禅
浄
房
　
法
智
房

義
淵
房
　
禅
忍
房
　
順
行
房
　
恵
日
房
　
順
正
房
（
以
下
略
）

こ
れ
に
従
え
ば
、
明
恵
の
弟
子
の
中
で
も
四
番
目
に
記
さ
れ
て
い
る
人
物
で
あ
。
、
説
戒
の
代
理
も
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
高
山
寺
に

票
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
寛
喜
四
年
に
書
か
れ
た
置
文
に
は
、
説
戒
に
あ
た
る
べ
き
人
物
と
し
て
囲
道
房
信
慶

と
法
智
房
性
実
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
寛
喜
二
年
の
段
階
で
は
禅
浄
房
が
明
恵
の
代
理
を
勤
め
て
い
る
こ
と
な
ど
も
、
禅
浄
房
の
位
置

を
知
る
手
掛
か
。
と
な
ろ
う
。
ま
た
、
禅
浄
房
は
、
「
上
人
之
事
禅
浄
房
記
」
（
第
四
部
一
四
八
票
号
）
な
ど
も
作
成
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

明
恵
上
人
の
事
跡
や
周
辺
で
起
き
た
奇
瑞
を
記
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
禅
浄
房
が
い
か
に
明
恵
の
近
く
に
あ
っ
て
、
厚
い
信
任
を
得
て
い
た

か
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

禅
浄
房
（
空
弁
と
同
一
人
物
で
あ
る
と
し
て
お
く
）
に
つ
い
て
判
明
し
て
い
る
事
柄
を
、
高
山
寺
の
聖
教
に
残
さ
れ
た
奥
書
な
ど
か
ら
ま
と
め

る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

寿
永
二
年
（
墜

安
貞
元
年
（
堅

生十
二
月
「
理
供
養
」
を
聖
人
御
房
か
ら
伝
授
、
御
本
に
よ
り
書
写

高
山
寺
蔵
「
聖
教
目
録
欝
房
」
に
記
載
さ
れ
た
聖
教
に
つ
い
て



安
貞
二
年

寛
喜
元
年

寛
喜
元
年

寛
喜
元
年

寛
喜
二
年

寛
喜
二
年

寛
喜
二
年

寛
喜
二
年

寛
喜
二
年

寛
喜
二
年

寛
喜
二
年
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塑
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二
年
（
型

代
　
語
　
研
　
究

十
一
月
「
大
方
広
仏
華
厳
経
」
を
故
識
蓮
坊
の
成
仏
の
た
め
に
書
写

九
月
「
大
方
広
仏
華
厳
経
」
を
校
合

十
月
「
大
方
広
仏
華
厳
経
」
を
校
合

こ
の
年
以
降
、
「
上
人
之
事
　
禅
浄
房
記
」
を
作
成

正
月
「
仏
眼
法
」
を
円
明
坊
よ
り
伝
受

二
月
「
文
殊
師
利
菩
薩
念
諦
次
第
」
書
写

三
月
「
書
状
」
一
巻
書
写

三
月
「
釈
迦
如
来
念
詞
次
第
」
書
写

七
月
？
明
恵
の
代
理
と
し
て
説
戒
を
行
う

八
月
上
旬
「
仏
説
帝
釈
厳
秘
密
成
就
儀
軌
」
を
書
写

八
月
明
恵
の
説
戒
に
出
席

十
二
月
「
梵
綱
経
記
巻
上
・
下
」
書
写
　
奥
書
に
「
寛
喜
第
二
之
暦
窮
冬

最
初
之
日
病
中
／
右
筆
奉
書
写
畢
」
　
（
／
は
改
行
を
示
す
）
　
と
あ
る

生
没
年
は
、
禅
浄
房
が
空
弁
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
高
山
寺
に
残
さ
れ
て
い
る
「
空
弁
」
関
係
の
奥
書
な
ど
か
ら
寛
喜
二
年
に
四
十
七
歳

で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
、
明
恵
よ
り
十
一
歳
年
下
で
あ
り
、
生
年
は
寿
永
二
年
（
轡
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
没
年
は
不
詳
で
あ
る
が
、

右
の
事
跡
の
最
後
に
「
寛
喜
二
年
」
に
「
病
」
を
得
た
と
あ
り
、
さ
ら
に
別
筆
で
あ
る
が
、
「
今
後
病
決
定
死
病
也
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
や
、
こ
れ
以
降
、
禅
浄
房
（
あ
る
い
は
空
弁
）
に
関
す
る
記
録
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
、
ま
た
、
「
聖
教
目
録
票
房
」
が
寛
喜
三
年
に
定
真
に
よ

っ
て
第
一
部
と
い
う
べ
き
も
の
が
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
の
こ
ろ
に
没
し
た
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。



禅
浄
房
に
は
、
こ
の
目
録
以
外
に
「
禅
上
房
書
籍
欠
目
録
」
が
あ
る
。
外
題
の
表
記
が
「
禅
浄
房
」
で
は
な
く
「
上
」
の
字
を
用
い
て
い

】鼎爪

る
が
、
ど
ち
ら
も
同
じ
音
で
あ
る
の
で
同
一
人
物
を
さ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
目
録
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
不
明
な
点
が
多
い
。

書
名
の
「
欠
目
録
」
か
ら
し
て
、
当
初
あ
っ
た
は
ず
の
聖
教
の
内
で
、
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
も
の
に
つ
い
て
作
成
し
た
目
録
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
目
録
は
、
函
番
号
ご
と
に
書
名
を
記
し
、
そ
の
末
尾
に
例
え
ば
「
大
孔
雀
明
王
経
上
巻
欠
」
と
「
欠
」
の
文
字
を
記
入
し
紛
失
し
た

こ
と
を
示
し
、
聖
教
に
よ
っ
て
は
右
上
に
合
点
を
付
し
た
部
分
も
あ
る
。
中
に
は
、
整
理
・
点
検
中
に
発
見
さ
れ
た
の
か
、
い
っ
た
ん
書
名

を
記
し
な
が
ら
そ
れ
を
墨
滅
し
て
い
る
も
の
や
、
「
一
本
納
之
」
と
記
し
再
び
施
入
さ
れ
た
も
の
、
あ
る
い
は
「
返
入
之
」
と
し
後
に
も
と
の

函
に
戻
さ
れ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
記
述
も
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
「
法
智
房
借
用
」
や
「
十
眼
房
借
用
」
な
ど
と
右
下
に
記
し
て
、
「
欠
」

の
理
由
を
明
示
し
て
い
る
部
分
も
あ
り
全
体
と
し
て
統
二
性
が
な
く
、
い
か
に
も
間
に
合
わ
せ
的
な
印
象
を
受
け
る
。
た
だ
、
こ
の
「
禅
上

房
書
籍
欠
目
録
」
に
は
、
「
第
一
箱
」
か
ら
始
ま
り
「
第
四
十
六
箱
」
ま
で
記
載
さ
れ
て
お
り
、
当
時
禅
浄
房
が
少
な
く
と
も
四
十
六
箱
も
の

典
籍
を
保
有
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
「
高
山
寺
聖
教
目
録
」
が
一
〇
一
函
、
「
法
鼓
董
聖
教
目
録
」
が
、
後
世
新
た
に
作
成

さ
れ
た
下
巻
を
含
め
三
十
二
函
（
下
巻
を
除
け
ば
二
十
五
函
）
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
個
人
の
蔵
書
と
し
て
は
い
か
に
分
量
が
多
い
か
が

わ
か
る
。
し
か
も
、
「
欠
目
録
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
典
籍
は
、
仏
典
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
れ
以
外
に
も
「
古
文
孝
経
」
「
新
撰
朗
詠
」

（12）

「
新
撰
字
鏡
」
「
本
草
和
名
」
「
順
和
名
」
な
ど
の
外
典
も
含
ま
れ
て
お
り
、
き
わ
め
て
幅
広
い
典
籍
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

四

前
述
し
た
よ
う
に
、
「
聖
教
目
録
欝
房
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
聖
教
は
、
そ
の
目
録
の
ま
ま
で
は
一
切
残
っ
て
い
な
い
し
、
現
存
す
る
経
箱

に
も
手
が
か
り
は
な
い
。
ま
た
、
目
録
と
聖
教
に
関
す
る
記
事
も
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
禅
浄
房
が
所
持
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
聖
教
の
行

方
は
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
る
。

し
か
し
、
「
聖
教
目
録
欝
房
」
に
記
さ
れ
て
い
る
聖
教
と
高
山
寺
に
現
存
す
る
聖
教
と
を
対
比
し
て
み
る
と
、
一
対
一
で
対
応
し
て
い
る
も

高
山
寺
蔵
「
聖
教
目
録
鰐
房
」
に
記
載
さ
れ
た
聖
教
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
七
三
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の
が
少
な
か
ら
ず
見
出
さ
れ
る
。
こ
れ
は
鎌
倉
時
代
の
「
聖
教
目
録
欝
房
」
に
記
載
さ
れ
た
聖
教
が
、
そ
の
ま
ま
高
山
寺
に
現
存
し
て
い
る

可
能
性
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
例
を
示
す
と
、
現
存
本
の
第
三
部
8
0
号
「
両
界
密
印
等
」
　
の
書
誌
は
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
。高

山
寺
聖
教
類
第
三
部
8
0
号
、
　
両
界
密
印
等

○
平
安
後
期
写
、
粘
葉
装
析
型
、
一
帖

（
表
紙
）
　
「
□
之
本
」
「
金
剛
囚
□
口
」
（
以
上
擦
消
）
　
　
「
□
之
本
」
「
喜
第
冊
」

（
奥
書
）
永
承
三
年
三
月
廿
九
日
被
授
与
畢
　
　
釈
覚
囲

こ
の
聖
教
は
、
「
聖
教
目
録
監
房
」
に
「
両
界
密
印
等
一
、
（
帖
）
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
高
山
寺
に
は
同
じ
書
名
の
聖
教
は
一
点
し

か
確
認
で
き
な
い
。
現
存
本
の
「
両
界
密
印
等
」
は
平
安
後
期
の
書
写
で
あ
り
、
筆
者
も
原
本
を
調
査
し
確
認
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
現
存
本
は
、
時
代
的
に
も
合
致
す
る
の
で
、
鎌
倉
時
代
に
作
成
さ
れ
た
「
聖
教
目
録
鞘
嘩
房
」
記
載
の
聖
教
そ
の
も
の
で
あ
る
蓋
然
性

が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
、
他
に
も
一
対
一
対
応
す
る
聖
教
が
多
く
あ
り
、
ま
す
ま
す
そ
の
可
能
性
は
高
い
の
で
あ
る
。
以
下
、
一

対
一
対
応
す
る
「
聖
教
目
録
監
房
」
記
載
の
聖
教
と
現
存
本
の
所
在
・
書
誌
的
事
項
を
列
挙
す
る
。
配
列
は
、
現
存
の
高
山
寺
典
籍
文
書
目

録
順
に
、
函
番
号
音
数
、
書
名
（
「
聖
教
目
録
監
房
」
に
記
載
の
書
名
を
用
い
る
）
、
禅
浄
房
目
録
の
所
在
（
上
中
下
）
、
書
誌
と
す
る
。
書

誌
は
体
裁
、
表
紙
、
奥
書
の
う
ち
必
要
な
項
目
の
み
に
と
ど
め
る
。

1
　
第
2
部
9
0
号
［
2
］
、
授
大
藩
頂
次
第
一
巻
胎
蔵
界
、

○
平
安
時
代
保
元
三
年
写
、
巻
子
本
、
一
巻

上
、



（
表
紙
）
董
廿
八
箱

（
奥
書
）
保
元
三
年
十
一
月
一
日
巳
時
於
金
剛
峯
寺
書
写
了
　
　
（
別
筆
二
校
了

※
　
金
剛
界
の
次
第
の
原
表
紙
を
誤
っ
て
、
胎
蔵
界
の
表
紙
に
継
い
で
あ
る
の
で
、
原
表
紙
は
失
わ
れ
て
い
る
。

第
3
部
望
雪
　
両
界
密
印
等
一
～
（
帖
）
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
、

○
平
安
後
期
写
、
粘
葉
装
研
型
、
一
帖

（
表
紙
）
「
□
之
本
」
「
金
剛
阻
□
□
」
（
以
上
擦
消
）
　
「
□
之
本
」
「
董
第
冊
」

（
奥
書
）
永
承
三
年
三
月
廿
九
日
被
授
与
華
　
釈
覚
囲

第
四
部
五
三
函
1
3
8
号
、
最
極
究
責
濯
頂
秘
印
壷
坂
、
　
　
　
　
　
　
　
　
下
、

○
室
町
中
期
写
、
折
本
、
「
帖
、

（
表
紙
）
董
第
丹
二
箱

（
端
裏
書
）
　
「
東
別
所
」

※
　
禅
浄
房
目
録
に
は
、
こ
の
他
に
「
最
極
究
責
津
頂
秘
印
一
帖
、
下
、
」
が
あ
る
が
、
書
名
が
完
全
に
一
致
す
る
の
は
右
の
聖
教
の

方
で
あ
る
。

第
四
部
六
五
函
誉
雪
　
　
胎
蔵
侍
法
八
印
一
帖
、

○
院
政
期
写
、
粘
葉
装
析
型
、
一
帖

（
表
紙
）
「
g
y
首
」
　
　
墓
廿
八
箱

（
奥
書
）
安
元
元
年
乾
八
月
十
一
日
／
伝
授
了

第
四
部
六
五
函
聖
号
、
　
両
部
三
部
等
密
契
一
帖
、

○
院
政
期
写
、
粘
葉
装
研
型
、
朱
点
（
仮
名
、
ヲ
コ
ト
点
・
中
院
僧
正
点
、
院
政
期
）
、

高
山
寺
蔵
「
聖
教
目
録
盟
房
」
に
記
載
さ
れ
た
聖
教
に
つ
い
て

上
、

一
七
五



6

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

（
表
紙
）
董
第
州

第
四
部
六
六
函
1
～
5
号
、
大
悲
胎
蔵
嘉
舎
壇
中
修
濯
頂
時
七
日
行
同
次
第
六
巻
、
中
、

○
院
政
期
写
、
粘
葉
装
研
型
、
失
点
（
仮
名
、
ヲ
コ
ト
点
・
西
基
点
、
院
政
期
）
、
五
帖
（
巻
五
を
欠
く
）

一
七
六

（
表
紙
）
墓
第
丹

第
四
部
六
六
函
4
4
号
、
　
結
線
津
頂
作
法
等
五
巻
、

○
江
戸
時
代
明
和
六
年
写
、
巻
子
本
、
一
巻

（
奥
書
）
明
和
六
紀
歳
次
正
月
七
日
以
宝
珠
庵
本
／
書
写
畢
／
金
剛
乗
末
資
芯
薯
蓮
眼

第
四
部
六
七
函
1
3
号
、
　
金
剛
界
三
昧
耶
作
法
一
巻
、

○
鎌
倉
初
期
写
、
巻
子
本
、
一
巻
、

（
表
紙
）
董
廿
八

第
四
部
六
七
函
2
0
号
、
　
三
「
耶
戒
式
一
巻
、

上
、

上
、

中
、

○
鎌
倉
時
代
建
久
六
年
写
、
巻
子
本
、
朱
点
（
仮
名
、
句
切
）
、
墨
点
（
仮
名
）

（
表
紙
）
董
廿
八

（
外
題
）
　
三
摩
耶
戒
作
法
　
破

（
奥
書
）
書
本
云
／
以
権
僧
正
御
房
御
本
書
写
移
点
畢
／
御
本
三
巻
也
有
散
失
怖
故
複
一
巻
畢
酉
酉

建
久
六
年
三
月
十
九
日
於
高
野
山
両
院
書
写
了
／
以
厳
－
房
御
本
書
了
件
本
ハ
以
上
野
閣
梨
御
□
（
下
欠
）

（
別
筆
）
建
暦
元
年
八
月
十
四
日
以
玄
讃
本
比
交
□
（
以
下
略
）

第
四
部
六
七
函
2
6
号
［
1
］
、
寺
家
濯
頂
作
法
一
帖
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
、

○
平
安
時
代
承
暦
三
年
写
、
兼
円
筆
、
粘
葉
装
研
型
、
墨
点
（
仮
名
、
ヲ
コ
ト
点
・
賛
憧
院
点
、
承
暦
三
年
）
、
一
帖



（
表
紙
）
董
廿
八
箱

（
外
題
）
寺
家
濯
頂
作
法
／
遍
照
金
剛
貞
道

（
奥
書
）
承
暦
三
年
十
一
月
廿
六
日
金
剛
弟
子
兼
円

第
四
部
六
八
函
4
号
、
侍
法
濯
頂
秘
密
一
帖
中
院
、

○
平
安
時
代
承
安
二
年
写
、
粘
葉
装
研
型
、
片
仮
名
交
リ
文
ヲ
含
ム
、
墨
点
（
仮
名
、
承
安
二
年
）
、
一
帖

（
表
紙
）
「
金
剛
弟
子
聖
仙
」
「
中
院
」
、
　
董
廿
八

（
奥
書
）
承
安
二
年
配
七
月
十
五
日
於
金
剛
峯
寺
書
写
了
　
（
追
撃
）
「
三
校
了
」

第
四
部
六
八
函
1
5
号
、
濯
頂
向
法
問
答
一
帖
、

○
鎌
倉
初
期
写
、
粘
葉
装
研
型
、
朱
点
（
仮
名
、
鎌
倉
初
期
）
、
一
帖
、

（
表
紙
）
壷
第
丹
　
「
伝
領
僧
良
玄
」

第
四
部
六
八
函
1
6
号
、
　
濯
頂
秘
印
一
帖
、

○
鎌
倉
中
期
写
、
粘
葉
装
研
型
、
墨
点
（
仮
名
、
鎌
倉
中
期
）
、
一
帖
、

（
表
紙
）
董
第
丹

第
四
部
六
八
函
望
百
、
　
三
親
藩
頂
一
帖
、

○
鎌
倉
中
期
写
、
粘
葉
装
析
型
、
一
帖
、

（
表
紙
）
董
第
丹

（
外
題
）
三
親
濯
頂

第
四
部
六
八
函
5
3
号
、
中
院
方
濯
頂
私
日
記
一
巻
、

○
鎌
倉
中
期
写
、
巻
子
本
、
墨
点
（
仮
名
、
鎌
倉
中
期
）
、
一
巻
、

高
山
寺
蔵
「
聖
教
目
録
欝
房
」
に
記
載
さ
れ
た
聖
教
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

（
表
紙
）
董
第
丹
二

第
四
部
八
六
函
4
4
号
、
三
身
成
就
観
一
帖
、

○
院
政
期
写
、
粘
葉
装
研
型
、
一
帖
、

（
表
紙
）
喜
第
冊
　
「
入
西
之
」

第
四
部
一
〇
四
函
4
号
、
　
成
悌
無
疑
秘
法
印
一
＼

○
平
安
時
代
嘉
保
三
年
写
、
粘
葉
装
、
朱
点
（
仮
名
、
ヲ
コ
ト
点
・
中
院
僧
正
点
、
嘉
保
三
年
頃
）
、
一
帖
、

（
表
紙
）
董
第
冊
　
「
典
」

（
奥
書
）
　
（
朱
書
）
　
「
加
保
（
マ
マ
）
　
三
年
五
月
十
九
日
移
点
巳
了
」

第
四
部
一
〇
四
函
2
1
号
、
高
記
合
行
一
帖
、

○
鎌
倉
初
期
写
、
粘
葉
装
、
墨
点
（
仮
名
、
鎌
倉
初
期
）
、
一
帖
、

（
表
紙
）
董
第
冊
　
「
次
」

（
奥
書
）
一
校
了

第
四
部
一
〇
四
函
2
5
号
、
弘
法
家
風
一
帖
大
伴
法
、

○
鎌
倉
初
期
写
、
綴
葉
装
、
一
帖
、（虫摘
）

（
表
紙
）
　
「
a
之
本
」
　
董
第
丹
二
□

（
奥
書
）
一
校
了

下
、

第
四
部
一
一
一
函
1
8
0
号
、
大
日
如
来
三
密
入
定
内
諾
菩
提
究
責
成
仏
印
契
真
言
光
、
　
下
、

○
鎌
倉
初
期
写
、
粘
葉
装
研
型
、
墨
点
（
仮
名
、
鎌
倉
初
期
）
、
一
帖
、

（
表
紙
）
壷
第
丹



第
四
部
二
八
函
望
写
、
大
量
茶
羅
要
抄
一
帖
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
、

○
院
政
期
写
、
粘
葉
装
研
型
、
朱
点
（
ヲ
コ
ト
点
・
東
大
寺
三
論
宗
点
、
院
政
期
）
、
基
点
（
仮
名
、
鎌
倉
初
期
）
、
一
帖
、

（
表
紙
）
壷
第
冊

第
四
部
二
八
函
2
9
号
、
両
部
密
号
一
帖
、

○
院
政
期
写
、
粘
葉
装
析
型
、
一
帖
、

（
外
題
）
　
「
両
部
密
号
」

（
表
紙
）
東
第
十
三
箱

（
裏
表
紙
）
　
「
玄
讃
」

第
四
部
一
五
三
函
3
0
号
、
濯
頂
行
事
冒
、

○
院
政
期
写
、
粘
葉
装
析
型
、
片
仮
名
交
リ
文
ヲ
含
ム
、
墨
点
（
仮
名
、
院
政
期
）
、

（
表
紙
）
董
廿
八
箱

第
四
部
一
五
三
函
7
5
号
、
津
頂
具
書
、

○
院
政
期
写
、
粘
葉
装
析
型
、
片
仮
名
交
リ
文
ヲ
含
ム
、
墨
点
（
仮
名
、
院
政
期
）
、

（
表
紙
）
董
廿
八
箱

第
四
部
一
五
四
函
望
万
、
高
野
中
院
一
巻
東
禅
院
侍
、

○
鎌
倉
中
期
写
、
巻
子
本
、
墨
点
（
仮
名
、
鎌
倉
中
期
）
、
一
巻
、

（
表
紙
）
董
第
冊
二
箱

第
四
部
一
五
八
函
1
0
号
、
濯
秘
密
抄
一
帖
、

○
鎌
倉
初
期
写
、
小
巻
子
本
、
一
巻
、

高
山
寺
蔵
「
聖
教
目
録
票
房
」
に
記
載
さ
れ
た
聖
教
に
つ
い
て

中
、
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鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

（
表
紙
）
壷
第
冊
二
箱

（
外
題
）
「
濯
秘
密
抄
」
　
　
　
（
外
題
下
）
「
金
剛
弟
子
」

第
四
部
一
七
三
函
4
号
、
雑
々
折
紙
一
括
五
十
四
紙
、

下
、

一
八
〇

（
包
紙
）
江
戸
時
代
、
　
（
表
書
）
「
雑
々
折
紙
一
括
五
十
四
紙
」
　
董
第
塑
一
箱

※
現
存
の
点
数
は
三
十
点
で
、
高
山
寺
聖
教
目
録
に
よ
る
と
一
点
だ
け
南
北
朝
書
写
の
も
の
が
含
ま
れ
、
残
り
は
鎌
倉
時
代
書
写
に
か

か
る
折
紙
と
切
紙
で
あ
る
。

82

920313

第
四
部
一
七
七
函
3
5
号
、
小
嶋
印
信
等
三
紙
、

※
包
紙
の
み
残
存

（
表
書
）
　
「
小
嶋
印
信
等
三
帝
」
「
壷
第
丹
二
箱
」

第
四
部
一
八
四
函
6
2
号
、
胎
蔵
界
図
一
帖
上
、

○
院
政
期
写
、
粘
葉
装
桝
型
、
一
帖
、

（
表
紙
）
　
「
月
上
院
」
　
壷
第
冊

第
四
部
一
八
五
函
3
2
号
、
六
大
印
一
帖
、

○
院
政
期
写
、
粘
葉
装
析
型
、
一
帖
、

（
表
紙
）
董
第
丹
二
箱

第
四
部
一
八
九
函
6
6
号
、
密
最
法
頂
集
一
帖
、

下
、

中
、

中
、

下
、

○
平
安
後
期
写
、
袋
綴
装
、
片
仮
名
交
リ
文
ヲ
含
ム
、
墨
点
（
仮
名
、
平
安
後
期
）
、
後
補
表
紙
、
一
冊
、

（
表
紙
）
壷
第
州

23

第
四
部
二
〇
一
函
3
号
［
2
2
］
、
入
壇
神
供
一
巻
、

中
、



○
院
政
期
写
、
堅
紙
、
一
通
、

（
表
紙
）
董
第
冊
二
箱

3
3
　
第
四
部
二
〇
一
函
3
号
［
蛍
、
入
壇
時
護
「
作
法
一
、
、

〇
鎌
倉
時
代
建
暦
元
年
写
、
堅
紙
、
片
仮
名
交
リ
文
ヲ
含
ム
、
一
遇
、

（
表
紙
）
董
第
州
二
箱

（
奥
書
）
建
暦
元
季
十
一
月
十
九
日
以
祖
師
上
人
御
房
御
筆
本
書
了
（
以
下
略
）

3
4
　
第
四
部
二
〇
一
函
7
号
［
盟
、
濯
頂
図
作
法
一
、
、

下
、

下
、

○
鎌
倉
初
期
写
、
折
紙
、
朱
点
（
仮
名
、
ヲ
コ
ト
点
・
円
堂
点
、
合
符
、
句
切
、
鎌
倉
初
期
）
、

（
表
紙
）
董
第
丹
二
箱

一
道
、

右
に
あ
げ
た
、
三
十
四
点
が
古
目
録
と
現
存
本
と
の
間
に
一
対
一
対
応
す
る
聖
教
で
あ
る
。
こ
の
内
、
若
干
問
題
の
含
ま
れ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
例
が
あ
る
の
で
一
つ
ず
つ
確
認
し
て
い
く
。

ま
ず
、
3
の
「
最
極
究
蓋
催
頂
秘
印
壷
坂
」
は
右
に
触
れ
た
通
。
、
室
町
時
代
の
聖
教
で
あ
り
、
禅
浄
房
と
は
時
代
が
合
わ
な
い
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。
強
い
て
考
え
れ
ば
、
も
と
も
と
禅
浄
房
所
持
の
聖
教
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
現
在
で
は
失
わ
れ
て
し
ま
い
、
室
町
時
代
の
転

写
本
の
み
が
残
っ
た
と
も
言
え
な
く
も
な
い
が
、
そ
れ
を
証
明
す
る
事
は
現
状
で
は
不
可
能
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
除
外
す
る
。
次
に
、

7
の
「
結
線
濯
頂
作
法
等
五
巻
」
も
3
と
同
じ
く
時
代
が
合
わ
な
い
こ
と
は
奥
書
か
ら
も
は
っ
き
。
し
て
い
る
。
三
点
目
に
㌘
の
第
四
部
一

七
三
函
4
号
を
二
指
し
て
包
む
包
紙
の
表
書
に
「
雑
々
折
紙
二
汚
五
十
四
紙
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
も
江
戸
時
代
の
包
紙
で
あ
り
時
代
が
異
な
っ

て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
は
、
包
紙
自
体
は
後
世
の
も
の
で
あ
る
が
、
中
の
聖
教
は
一
点
を
除
き
す
べ
て
鎌
倉
書
写
で
あ
。
、
何
ら
か

の
関
連
が
あ
。
そ
う
で
あ
る
。
お
よ
そ
書
名
と
は
言
い
が
た
い
も
の
で
あ
る
が
、
禅
浄
房
の
目
録
に
記
さ
れ
た
記
述
と
完
全
に
一
致
す
る
の

高
山
寺
蔵
「
聖
教
目
録
欝
房
」
に
記
載
さ
れ
た
聖
教
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
一
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は
興
味
深
い
。

そ
の
他
の
聖
教
に
つ
い
て
は
、
1
3
、
1
4
、
1
5
、
2
5
の
四
点
が
、
現
在
の
高
山
寺
聖
教
目
録
に
よ
る
と
「
鎌
倉
中
期
」
の
書
写
と
な
っ
て
い

て
、
禅
浄
房
と
は
若
干
時
代
が
ず
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
奥
書
に
年
号
や
伝
領
者
、
書
写
し
た
者
の
名
前
な
ど
が
記
さ
れ

て
い
な
い
場
合
の
年
代
判
定
は
し
ば
し
ば
微
妙
で
あ
り
、
こ
の
場
合
は
特
に
禅
浄
房
の
目
録
に
記
載
さ
れ
た
書
名
や
体
裁
な
ど
と
現
存
本
が

完
全
に
一
致
す
る
の
で
、
除
外
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。

「
聖
教
目
録
監
房
」
と
現
存
本
の
対
応
に
お
い
て
、
お
よ
そ
三
十
点
も
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
偶
然
と
は
考
え
に
く
く
、
こ
れ
ら
聖

教
は
、
ま
さ
し
く
「
聖
教
目
録
欝
房
」
に
記
載
さ
れ
た
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
聖
教
の
現
存
の
分
布
に
な
に
か
「
聖

教
目
録
聯
嘩
居
」
の
配
列
と
関
係
が
あ
る
か
ど
う
か
を
見
て
み
る
と
、
結
論
的
に
は
ほ
と
ん
ど
関
係
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
高
山
寺
の
聖

教
が
何
度
と
な
く
整
理
さ
れ
て
き
た
た
め
、
当
時
の
姿
を
と
ど
め
て
い
な
い
の
は
む
し
ろ
当
然
で
あ
ろ
う
。
敢
え
て
言
う
と
す
る
な
ら
、
右

に
あ
げ
た
番
号
で
1
2
と
1
4
の
聖
教
は
（
現
在
で
は
と
も
に
六
十
八
函
）
、
「
聖
教
目
録
豊
房
」
に
は
と
も
に
「
上
」
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
両
者

の
位
置
は
間
に
三
点
の
聖
教
が
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
と
い
う
近
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
3
3
と
3
4
（
現
在
と
も
に
二
〇
一
函
7
号
で
あ
る
）
は
、

「
聖
教
目
録
網
昭
居
」
で
は
「
下
」
に
分
類
さ
れ
、
間
に
言
…
の
聖
教
を
挟
む
と
い
う
近
さ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
配
列
に
つ
い
て
は
、
全
く
の

偶
然
と
も
言
い
き
れ
な
い
事
が
あ
り
、
次
節
に
お
い
て
検
討
す
る
。

右
に
あ
げ
た
三
十
四
点
の
聖
教
（
存
疑
の
も
の
を
除
け
ば
三
十
二
点
）
以
外
に
も
、
「
聖
教
目
録
欝
房
」
と
現
存
本
に
お
い
て
何
ら
か
の
関
係

が
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
対
応
関
係
を
も
つ
聖
教
も
あ
る
。
例
え
ば
、
禅
浄
房
の
目
録
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
受
明
津
頂
次
第
金
界
」
と
は
、
現

存
の
六
十
八
函
1
1
号
に
「
受
明
津
頂
作
法
次
第
金
界
」
と
い
う
聖
教
が
あ
り
、
書
名
は
「
作
法
」
が
あ
る
か
な
い
か
の
違
い
だ
け
で
良
く
似

て
い
る
。
他
に
、
現
存
本
に
二
点
あ
り
特
定
が
難
し
い
も
の
や
、
内
題
と
外
題
と
が
異
な
っ
て
い
る
た
め
区
別
し
に
く
い
も
の
な
ど
他
に
も

何
点
か
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
次
節
に
お
い
て
検
討
す
る
。



五

「
聖
教
目
録
欝
房
」
に
書
名
が
記
載
さ
れ
、
現
在
の
高
山
寺
に
も
そ
の
存
在
が
確
認
で
き
る
可
能
性
の
あ
る
聖
教
は
、
鎌
倉
時
代
以
降
、

ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
点
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

こ
こ
で
、
も
う
一
度
前
節
に
あ
げ
た
三
十
二
点
の
聖
教
を
み
る
と
あ
る
類
似
点
に
気
づ
く
。
そ
れ
は
表
紙
に
記
さ
れ
た
「
董
廿
八
」
や
「
董

第
冊
」
な
ど
の
記
載
で
あ
る
。
こ
の
中
の
「
董
」
と
は
「
法
鼓
董
」
の
こ
と
を
指
し
て
お
り
、
こ
の
記
述
自
体
は
、
そ
れ
が
記
さ
れ
て
い
る

聖
教
が
あ
る
時
期
「
法
鼓
董
聖
教
」
と
し
て
整
理
・
保
存
さ
れ
て
い
た
事
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
高
山
寺
に
は
、
鎌
倉
時
代
中
期
頃
の

作
成
と
さ
れ
る
「
法
被
董
聖
教
目
録
」
三
巻
が
残
さ
れ
て
い
る
。
今
、
「
法
鼓
董
聖
教
目
録
」
の
書
誌
を
記
す
。

第
一
部
2
4
5
法
被
壷
聖
教
目
録
　
上
・
中

［
1
］
　
上

○
鎌
倉
時
代
写
、
巻
子
本
、
（
以
下
略
）

［

2

］

　

中

○
体
裁
等
［
1
］
ニ
同
ジ
、

第
一
部
1
9
3
［
4
］
法
鼓
董
聖
教
目
録
下
補
間

○
江
戸
初
期
写
、
巻
子
本
、

（
奥
書
）
右
目
録
下
巻
紛
失
之
間

任
聖
教
之
見
在
新
補
其

二
巻

開
了
再
校
之
自
分
部
類

高
山
寺
蔵
「
聖
教
目
録
豊
房
」
に
記
載
さ
れ
た
聖
教
に
つ
い
て

一
八
三



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

可
書
改
之
者
也

こ
の
下
巻
の
奥
書
が
示
す
よ
う
に
、
「
法
鼓
董
聖
教
目
録
」
は
下
巻
の
み
作
成
当
初
の
鎌
倉
時
代
の
も
の
が
失
わ
れ
、
江
戸
時
代
に
高
山
寺

に
現
存
し
て
い
た
聖
教
の
中
か
ら
集
め
ら
れ
作
成
さ
れ
た
目
録
で
あ
る
。
下
巻
の
箱
の
数
と
内
容
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
推
定
さ
れ

（13）

て
い
る
。
第
廿
六
　
密
宗
要
決
抄

第
廿
七
　
本
経
儀
軌
等

第
廿
八
　
作
法
等

第
廿
九
　
次
第
等

第
什
　
　
道
場
観
等

第
耕
一
　
支
度
等

第
丹
二
　
折
紙
切
紙
等

第
州
三
　
土
沙
勧
信
記
等

こ
れ
を
、
前
節
に
お
い
て
検
討
し
た
三
十
二
点
の
聖
教
と
の
分
布
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
そ
の
際
、
三
十
二
の
聖
教
を
「
法
鼓
董

聖
教
目
録
」
　
の
箱
番
号
順
に
並
べ
、
し
か
も
箱
ご
と
に
一
応
付
さ
れ
た
子
番
号
を
も
示
し
て
目
録
の
ど
の
位
置
に
記
載
さ
れ
た
か
も
わ
か
る

よ
う
に
す
る
。
配
列
の
順
序
は
、
前
節
に
お
い
て
付
し
た
番
号
（
1
～
輿
欠
番
あ
り
）
、
書
名
、
禅
浄
房
目
録
の
所
在
、
法
鼓
董
聖
教
目
録
の

位
置
、
表
紙
の
表
記
（
必
要
な
も
の
の
み
）
、
と
す
る
。



第
廿
八

1489

011132

42

授
大
濯
頂
次
第
一
巻
胎
蔵
界
、

胎
蔵
侍
法
八
印
一
帖
、

金
剛
界
三
昧
耶
作
法
一
巻
、

三
「
耶
戒
式
一
巻
、

寺
家
濯
頂
作
法
一
帖
、

侍
法
濯
頂
秘
密
一
帖
中
院
、

濯
頂
行
事
冒
、

濯
頂
具
書
、

上
、
上
、
上
、
中
、
上
、
上
、
中
、
中
、 6、

60、18、12、

27、28、

ナ
シ
、

ナ
シ
、

（
表
紙
）
董
廿
八
箱

（
表
紙
）
董
廿
八
箱

（
表
紙
）
董
廿
八

（
表
紙
）
董
廿
八
　
（
外
題
）
三
摩
耶
戒
作
法
　
破

（
表
紙
）
董
廿
八
箱

（
表
紙
）
董
廿
八

（
表
紙
）
董
廿
八
箱

（
表
紙
）
董
廿
八
箱

第
升256

両
界
密
印
等
一
ゝ
　
（
帖
）
、

両
部
三
部
等
密
契
一
帖
、

下
、
中
、

32、76、

（
表
紙
）
董
第
冊

（
表
紙
）
董
第
冊

大
悲
胎
蔵
嘉
舎
壇
中
修
濯
頂
時
七
日
行
同
次
第
六
巻
、

中
、
輿
　
　
（
表
紙
）
董
第
州

2131

41

濯
頂
向
法
問
答
一
帖
、

藩
頂
秘
印
一
帖
、

三
親
濯
頂
一
帖
、

上
、
2
7
、
　
（
表
紙
）
董
第
相

中
、
輿
　
　
（
表
紙
）
董
第
丹

上
、
輿
　
　
（
表
紙
）
董
第
丹

高
山
寺
蔵
「
聖
教
目
録
欝
房
」
に
記
載
さ
れ
た
聖
教
に
つ
い
て

一
八
五



61718102
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三
身
成
就
観
一
帖
、

成
悌
無
疑
秘
法
印
一
＼
、

高
記
合
行
一
帖
、

下
、
3
9
、
　
（
表
紙
）
壷
第
軒

下
、
4
1
、
　
（
表
紙
）
壷
第
州

下
、
3
8
、
　
（
表
紙
）
董
第
冊

大
日
如
来
三
密
入
定
内
置
菩
提
究
寛
成
仏
印
契
真
言
光
、

1

292

1

3

大
量
茶
羅
要
抄
一
帖
、

胎
蔵
界
図
一
帖
上
、

密
最
法
頂
集
一
帖
、

下
、
下
、
中
、
下
、

4429、21、43、

（
表
紙
）
董
第
州

（
表
紙
）
董
第
丹

（
表
紙
）
董
第
丹

（
表
紙
）
董
第
州

一
八
六

第
升
二

5

191

5

262

72820323

n
J
3

中
院
方
濯
頂
私
日
記
一
巻
、

弘
法
家
風
一
帖
大
幡
法
、

高
野
中
院
一
巻
東
禅
院
倦
、

濯
秘
密
抄
一
帖
、

雑
々
折
紙
一
括
五
十
四
紙
、

小
嶋
印
信
等
三
紙
、

六
大
印
一
帖
、

入
壇
神
供
一
巻
、

入
壇
時
護
「
作
法
一
＼
、

中
、

上
、
中
、
上
、
下
、
下
、
中
、
中
、

下
、

15、

ナ
シ
、
6
2
、

ナ
シ
、
7
、
4
、

ナ
シ
、
ナ
シ
、

ナ
シ
、

（
表
紙
）
董
第
冊
二
（
虫
拇
）

（
表
紙
）
董
第
冊
二
ロ
　
　
※
第
丹
箱
5
9
ニ
ア
リ

（
表
紙
）
董
第
冊
二
箱

（
表
紙
）
董
第
冊
二
箱

（
表
書
）
董
第
丹
二
箱

（
表
書
）
壷
第
丹
二
箱

（
表
紙
）
董
第
丹
二
箱

（
表
紙
）
董
第
州
二
箱

（
表
紙
）
董
第
軒
二
箱

※
包
紙
ノ
表
書

※
包
紙
ノ
ミ



3
4
　
濯
頂
図
作
法
一
、
、

下
、
ナ
シ
、
（
表
紙
）
童
第
塑
一
箱

こ
れ
を
み
る
と
、
「
法
鼓
董
聖
教
目
録
」
下
巻
の
全
て
に
わ
た
っ
て
分
布
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
廿
八
、
興
州
二
箱
に
集
中
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
廿
八
箱
は
目
録
に
記
さ
れ
て
い
る
聖
教
が
全
体
で
七
十
三
点
あ
り
そ
の
う
ち
の
八
点
、
5
・

8
％
を
占
め
て

い
る
。
同
様
に
、
楷
箱
は
百
十
六
点
の
う
ち
の
十
三
点
で
、
1
5
・

1
％
、
州
二
箱
で
は
七
十
二
点
中
、
十
点
7
・

2
％
で
あ
る
。
ま
た
、
「
法
鼓
董
聖
教

目
録
」
と
関
係
な
い
も
の
は
、

2
2
　
両
部
密
号
一
帖
、
中
、
（
表
紙
）
東
第
十
三
箱

の
一
点
だ
け
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
「
東
」
と
記
し
て
あ
る
の
は
「
方
便
智
院
聖
教
目
録
」
記
載
の
聖
教
を
意
味
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

「
聖
教
目
録
欝
房
」
に
記
載
さ
れ
た
聖
教
の
少
な
く
と
も
二
部
分
は
、
江
戸
時
代
軍
ポ
年
間
の
整
理
の
際
に
は
、
法
鼓
董
聖
教
に
施
入
さ
れ

た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
を
広
げ
て
考
え
て
み
れ
ば
、
「
聖
教
目
録
欝
房
」
と
現
存
本
が
一
対
一
対
応
で
は
な
い
も

の
の
中
に
も
、
元
は
禅
浄
房
関
係
の
聖
教
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
、
「
法
鼓
董
聖
教
目
録
」
と
の
関
係
が
捉
え
ら
れ
た
こ
と
で
、
従
来

は
目
録
に
記
載
さ
れ
た
書
名
だ
け
で
、
実
態
の
伴
な
わ
な
か
っ
た
一
群
の
聖
教
の
存
在
と
そ
の
経
歴
が
判
明
し
た
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
前
述
し
た
通
。
書
名
が
微
妙
に
異
な
。
前
節
の
三
十
二
点
に
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
が
、
禅
浄
房
目
録
1
法
鼓
壷
目
録
1
現
存
本

に
わ
た
っ
て
極
め
て
近
い
関
係
を
有
す
る
と
思
わ
れ
る
聖
教
が
あ
る
。
以
下
、
一
例
を
示
す
。

書
　
　
名

受
明
澄
頂
次
第
金
界

（
受
明
濯
頂
）
同
次
第
中
胎
界

「
禅
浄
房
目
録
」
「
法
鼓
董
目
録
」
　
現
存
本
の
所
在

上上

4151

董
廿
八
　
2
1

董
廿
八
　
2
5

第
六
八
函
　
1
1

第
六
八
函
　
9

高
山
寺
蔵
「
聖
教
目
録
曜
居
」
に
記
載
さ
れ
た
聖
教
に
つ
い
て
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一
八
八

実
際
に
は
、
「
法
鼓
董
聖
教
目
録
」
記
載
の
書
名
は
禅
浄
房
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
が
、
末
尾
の
部
分
が
「
法
鼓
董
聖
教
目
録
」
に
は
「
金
胎

二
帖
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
あ
る
い
は
禅
浄
房
の
聖
教
は
こ
の
時
点
で
一
括
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
現
存
の
聖
教
は
、
六
八
函
1
1
号

が
　
「
受
明
濯
頂
作
法
次
第
金
剛
界
」
、
六
八
函
9
号
が
　
「
受
明
濯
頂
作
法
次
第
胎
蔵
界
」
　
と
な
っ
て
お
り
書
名
・
点
数
な
ど
の
部
分
で
微
妙
に

異
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
こ
と
と
考
え
合
わ
せ
れ
ば
右
の
二
点
も
「
聖
教
目
録
榊
嘩
屠
」
に
記
載
さ
れ
た
聖
教
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。

な
お
、
右
の
一
覧
の
中
で
「
ナ
シ
」
と
あ
る
の
は
、
例
え
ば
、
2
8
の
資
料
を
見
て
み
る
と
、
高
山
寺
現
存
本
の
表
紙
に
は
「
董
廿
八
」
と

記
入
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
法
鼓
董
聖
教
目
録
」
に
そ
の
書
名
が
見
出
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
が
た
だ
ち
に
そ
の

聖
教
が
登
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
の
で
は
な
く
、
内
題
と
外
題
、
正
式
名
称
と
略
称
・
通
称
の
よ
う
に
別
名
で
記
載
さ
れ
て
い
る
可

能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
と
く
に
冊
二
箱
に
「
ナ
シ
」
と
あ
る
の
が
多
い
の
は
、
冊
二
箱
に
収
め
ら
れ
て
い
る
聖
教
の
性
格
が
、
「
折
紙
切
紙
等
」

（
虫
姐
）

と
い
う
も
の
で
、
も
と
も
と
書
名
を
特
定
で
き
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
1
9
の
「
弘
法
家
風
一
帖
大
侍
法
」
は
表
紙
に
「
壷
第
丹
二
□
」

と
記
入
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
第
丹
箱
の
5
9
に
ま
っ
た
く
同
じ
書
名
の
記
載
が
あ
る
の
で
、
日
録
か
聖
教
の
衷
紙
の
ど
ち
ら
か
を
誤
っ

て
記
入
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

六

最
後
に
、
今
回
の
調
査
検
討
の
結
果
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
て
み
た
い
。

一
、
鎌
倉
時
代
初
期
の
高
山
寺
の
僧
で
あ
っ
た
禅
浄
房
は
、
明
恵
上
人
の
高
弟
で
あ
り
、
か
つ
、
高
山
寺
の
草
創
期
の
僧
侶
と
し
て
は
、
異

例
な
ほ
ど
多
く
の
聖
教
類
を
保
有
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

二
、
「
聖
教
目
録
票
房
」
の
内
容
は
主
に
濯
頂
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
聖
教
を
納
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
数
は
優
に
の
べ
五
百
点
、
異

な
り
数
で
も
百
七
十
点
も
の
聖
教
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。



三
、
目
録
は
当
初
、
定
真
が
寛
喜
三
年
に
三
箱
計
百
三
十
点
の
聖
教
を
納
め
作
成
し
た
。
二
十
年
後
に
霊
典
が
定
真
作
成
の
目
録
に
変
更
を

加
え
、
新
た
に
四
十
点
を
追
加
し
整
備
し
直
し
た
。
こ
れ
が
現
存
す
る
目
録
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
目
録
は
残
っ
て
も
、
聖
教
そ

の
も
の
の
行
方
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

四
、
「
聖
教
目
録
躍
居
」
に
み
え
る
聖
教
の
内
、
現
存
本
で
同
一
名
称
で
あ
り
、
か
つ
、
寺
内
に
一
点
し
か
な
い
組
み
合
わ
せ
が
合
計
三
十
四

組
あ
る
。
そ
の
中
で
明
ら
か
に
時
代
が
下
る
も
の
が
二
点
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
一
応
除
外
す
る
が
、
他
の
三
十
二
点
は
お
お
む

ね
時
代
が
合
い
、
禅
浄
房
関
係
の
聖
教
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
に
は
、
さ
ら
に
点
数
は
増
え
る
可
能
性
も
あ
る
。

五
、
こ
れ
ら
三
十
二
点
の
内
、
一
点
を
除
く
す
べ
て
の
聖
教
の
表
紙
に
、
「
法
鼓
董
聖
教
目
録
」
の
下
巻
に
該
当
す
る
「
董
」
の
箱
番
号
が
記

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
下
巻
の
中
で
も
一
様
に
分
布
し
て
い
る
の
で
は
な
く
二
十
八
・
三
十
・
三
十
二
箱
だ
け
に
集
中
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
現
存
の
「
法
鼓
壷
聖
教
目
録
」
下
巻
と
対
照
さ
せ
て
み
る
と
折
紙
・
切
紙
類
は
別
と
し
て
巻
子
本
、
冊
子
本
類
は
ほ
と
ん
ど
が

目
録
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

六
、
こ
の
事
か
ら
、
禅
浄
房
関
係
の
聖
教
は
江
戸
時
代
の
法
鼓
墓
聖
教
整
理
の
際
、
ま
た
は
そ
れ
以
前
に
、
新
た
に
法
鼓
董
聖
教
と
し
て
施

入
さ
れ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

禅
浄
房
に
関
し
て
の
事
跡
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
聖
教
（
し
か
も
濯
頂
だ
け
で
百
七
十
点
、
の
べ
五
百
点
以
上
）

を
個
人
で
所
持
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
く
、
禅
浄
房
が
高
山
寺
の
中
で
聖
教
管
理
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
「
禅
浄
房
書
籍
欠
目
録
」
の
記
述
か
ら
、
禅
浄
房
の
書
籍
が
少
な
く
と
も
四
十
六
箱
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
0

以
上
、
従
来
実
態
の
不
明
確
で
あ
っ
た
鎌
倉
時
代
作
成
の
目
録
に
記
載
さ
れ
た
聖
教
の
存
在
と
伝
来
の
経
路
が
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
思

う
。
さ
ら
に
資
料
調
査
を
継
続
し
鎌
倉
時
代
の
高
山
寺
に
お
け
る
聖
教
の
実
態
解
明
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

高
山
寺
蔵
「
聖
教
目
録
欝
房
」
に
記
載
さ
れ
た
聖
教
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
〇

付
記
　
本
稿
を
な
す
に
当
た
っ
て
、
高
山
寺
御
当
局
に
聖
教
調
査
・
研
究
に
ご
高
配
を
賜
わ
り
、
公
開
す
る
事
を
快
諾
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
高
山
寺
典

籍
文
書
綜
合
調
査
団
長
の
築
島
裕
先
生
を
は
じ
め
、
団
員
の
方
々
に
は
多
く
の
学
恩
を
蒙
っ
て
い
る
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

築
島
裕
「
高
山
寺
経
蔵
典
籍
に
つ
い
て
」
　
（
『
高
山
寺
典
籍
文
書
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
－
冨
○
）
　
1
9
頁
。

小
林
芳
規
「
高
山
寺
経
蔵
の
鎌
倉
時
代
の
典
籍
に
つ
い
て
」
　
（
『
高
山
寺
典
籍
文
書
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
－
麗
○
）
7
7
頁
に
よ
る
と
六
千
七

点
に
及
ぶ
。

（
3
）
　
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
編
『
高
山
寺
経
蔵
古
目
録
』
　
（
東
京
大
学
出
版
会
－
謡
い
）
。
ま
た
、
同
『
明
恵
上
人
資
料
第
四
』
　
（
同
－
u
蒜
）

に
も
金
水
敏
氏
に
よ
り
、
「
方
便
智
院
聖
教
日
録
」
が
翻
刻
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）
　
金
水
敏
「
『
方
便
智
院
聖
教
目
録
』
翻
字
」
　
（
平
成
七
年
度
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
編
研
究
報
告
論
集
　
憲
の
）

5678901

池
田
証
寿
「
高
山
寺
蔵
『
聖
教
目
録
（
林
月
房
、
禅
忍
房
、
平
泉
寺
律
師
顕
範
、
理
行
房
）
』
」
　
（
平
成
九
年
度
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
編

研
究
報
告
論
集
－
雷
∞
）

徳
永
良
次
「
高
山
寺
蔵
「
聖
教
目
録
票
房
」
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
年
度
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
編
研
究
報
告
論
集
－
…
）

奥
田
勲
『
明
恵
　
遍
歴
と
夢
』
　
（
東
京
大
学
出
版
会
－
害
∞
）
　
2
2
1
頁

宮
澤
俊
雅
「
高
山
寺
経
蔵
聖
教
内
真
言
書
目
録
　
解
説
」
　
（
『
高
山
寺
経
蔵
古
目
録
』
東
京
大
学
出
版
会
－
冨
∽
）
　
3
1
9
貢

石
塚
晴
通
「
法
鼓
董
聖
教
目
録
　
解
説
」
　
（
『
高
山
寺
経
蔵
古
目
録
』
東
京
大
学
出
版
会
－
麗
∽
）
　
3
3
3
貢

奥
田
勲
「
高
山
寺
聖
教
目
録
　
解
説
」
　
（
『
高
山
寺
経
蔵
古
目
録
』
東
京
大
学
出
版
会
－
岩
切
）
　
掴
頁

徳
永
良
次
「
高
山
寺
蔵
「
聖
教
目
録
欝
房
」
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
年
度
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
編
研
究
報
告
論
集
－
蓋
）

奥
田
勲
『
明
恵
　
遍
歴
と
夢
』
　
（
東
京
大
学
出
版
会
－
害
∞
）
　
1
8
9
貢
。
な
お
、
本
稿
も
奥
田
氏
の
論
考
を
多
い
に
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。

（
1
1
）
　
注
1
0
に
同
じ
。



（
ほ
）
　
こ
れ
ら
の
い
わ
ゆ
る
外
典
類
は
四
十
四
、
四
十
五
、
四
十
六
と
主
に
後
半
部
の
箱
に
集
中
し
て
納
め
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。

（
1
3
）
　
石
塚
暗
通
「
法
鼓
蔓
聖
教
目
録
　
解
説
」
（
『
高
山
寺
経
蔵
古
目
録
』
東
京
大
学
出
版
会
－
宗
∽
）
3
2
6
頁
に
よ
る
。

高
山
寺
蔵
「
聖
教
目
録
欝
房
」
に
記
載
さ
れ
た
聖
教
に
つ
い
て

一
九
一




